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１．概要（Summary） 

細胞の力学物性は、その生物学的機能と密接に関係

している。したがって、細胞物性の精密計測は、細胞機能

の解明に欠かせない。細胞が接着する幾何形状は細胞

の機能と密接に関係することから、細胞疾患の力学診断・

アッセイの評価にも影響を及ぼす可能性がある。本課題

では、マイクロ加工基板を用いて細胞の形状を人為的に

制御し、細胞疾患の力学診断・アッセイの効果を明らかに

することを目指した。細胞の力学物性の計測には、原子

間力顕微鏡（AFM）を用いた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム描画装置 ELS-3700、両面マスクアライナ

MA-6、スパッタ装置 SSP3000Plus、EB 加熱・抵抗加

熱蒸着装置 EBX-8C  

【実験方法】 

スパッタまたは EB 加熱抵抗加熱蒸着装置を用いて、ガラ

ス基板上に金・クロム蒸着膜を形成し、電子ビーム描画装

置により作製したマスク等を用いて、両面マスクアライナ

およびその後のエッチング処理によりマイクロパターン基

板を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

申請者等が開発した多重周波数モジュレーションを利

用した AFM レオロジー計測法を用いて正常細胞とがん

細胞の力学物性を調べた。その結果、細胞のレオロジー

（粘弾性）の空間依存性が、細胞のレオロジー特性と細胞

内骨格構造との間に異常な相関が存在することがお見つ

けた（１）。また、正常細胞とがん細胞の診断率は、細胞形

状に強く依存することを明らかにした（２）。そして、細胞の

パターニングと細胞メカニクスとの関係、そして、細胞レオ

ロジーの多次元計測技術を確立した（３）。本課題で開発

したマイクロ加工基板は、様々な細胞機能の物性計測に

利用できる。例えば、細胞をパターニングすることにより運

動性を制限できることから、長時間の細胞機能変化である

細胞周期の物性計測に威力を発揮する可能性が高い。こ

れは、今後の課題である。 
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